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〉
l

こ
こ
に
掲
廟
す
る
「
隆
洋
丸
排
出
油

寧
故
の
処
達
し
は
、
海
上
防
災
事
業
者

協
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
〝
海
上
防
災
″

誌
第
五
号
か
ら
転
戦
し
た
も
の
で
、
広

く
関
係
の
皆
さ
ま
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

こ
の
隆
洋
丸
欝
件
及
び
ワ
ー
ル
ド
・

事

　

故

　

処

　

理

昭
和
五
十
三
年
十
鵬
月
八
日
．
〇
四
五
〇

頃
、
四
日
市
癖
の
昭
和
週
日
市
石
油
㈱
の
ア

ウ
タ
ー
シ
ー
バ
ー
ス
（
掴
闇
市
帝
鈴
鹿
川
の

河
口
か
ら
東
方
約
五
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で

タ
ン
カ
ー
〝
随
揮
丸
〟
（
二
七
、
六
〇
九
籠

ト
ン
、
大
洋
商
船
㈱
併
有
、
屁
柚
約
二
二
方

八
千
姐
鞘
俄
＝
入
港
時
）
　
が
勒
相
中
パ
ル
プ

ミ
ス
に
よ
り
船
底
弁
か
ら
、
轍
瀾
し
て
い
た

貸
地
油
（
イ
ラ
ニ
ア
ン
へ
F
⊥
の
約
一
〇

〇
M
を
流
出
し
た
。

解
散
の
通
報
を
受
け
た
、
四
日
市
碑
上
保

安
部
は
、
直
ち
に
巡
視
船
鮭
を
山
動
き
せ
防

険
作
第
に
あ
た
る
一
方
、
海
上
災
藩
政
止
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
作
革
の
実
地
を
低
額
し
た
8

同
日
〇
八
〇
〇
、
極
上
保
安
庁
昏
官
は
、

諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
セ
ン
タ
ー
に
対
L

t
号
基
務
を
指
示
し
た
．

の

　

概

　

要

セ
ン
タ
事
は
、
こ
の
指
示
を
受
け
た
の
ち

直
ち
に
契
約
防
災
措
置
実
施
者
で
あ
る
伊
勢

湾
防
災
㈱
に
班
劫
の
甜
示
を
希
う
と
と
も
に

据
上
保
安
庁
（
本
庁
）
　
に
職
雨
二
名
を
派
遣

し
、
情
報
収
英
、
迎
路
に
留
め
る
∵
万
、
四

日
宙
に
職
月
三
名
を
沢
遺
し
、
対
策
春
繭
が

設
讃
さ
れ
て
い
る
四
日
市
仲
安
部
に
姑
所
を

設
け
、
臨
時
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
殻
散

し
、
本
部
と
通
路
を
保
つ
と
と
も
に
、
契
約

防
災
措
置
集
地
番
等
に
作
黄
に
必
要
な
具
体

的
な
指
示
を
与
え
、
ま
た
海
上
に
も
職
員
を

く
り
だ
し
、
民
間
の
作
業
船
艇
を
指
揮
し
、

防
災
作
英
に
努
め
た
。

な
お
、
祉
律
法
人
目
本
薄
革
検
定
協
会
に

作
業
船
鮎
の
動
静
、
使
用
栗
機
材
の
チ
ェ
ッ

ク
及
び
セ
ン
タ
ー
作
業
の
鑑
定
を
位
耕
し
た
。

排
出
油
の
状
況
及
び
防
除
作
業
の
概
要

糾
　
十
一
月
八
日
（
第
－
日
）

陵
捧
九
船
底
か
ら
詐
出
さ
れ
た
油
は
、
同

船
船
尾
に
展
潰
さ
れ
た
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
内

に
浮
上
す
る
と
と
も
に
、
－
都
は
船
底
付
近

の
瀾
に
の
っ
て
同
船
か
ら
雉
れ
た
地
点
に
浮

上
し
、
短
時
閏
の
後
に
は
沿
煙
の
ノ
リ
ヒ
ビ

内
に
侵
入
を
は
じ
め
た
。

こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
海
上
保
安
庁
の

指
導
の
も
と
、
全
力
を
投
入
し
隆
洋
丸
及
び

「

楠
町
付
近
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
弧
し
、

柚
回
収
船
等
に
よ
り
．
隆
洋
丸
の
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
内
の
摘
l
の
回
収
並
び
に
随
渾
丸
か
ら

摘
町
に
か
け
、
納
敬
語
材
に
よ
る
回
収
及
び

的
処
理
蔀
に
よ
る
処
理
作
革
を
苑
地
し
た
が

ノ
リ
ヒ
ビ
に
入
っ
た
軸
は
、
濃
太
付
近
海
岸

に
標
著
し
た
。
な
お
、
隆
洋
丸
付
近
の
浮
流

抽
及
び
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
内
の
油
は
、
深
夜

ま
で
の
作
紫
で
ほ
と
ん
ど
処
剋
が
完
了
し
た
。
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聞
　
十
一
月
九
日
（
第
二
日
）

日
出
と
と
も
に
隆
洋
九
付
近
の
海
面
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
北
長
太
か
ら
若
松
に
か
け

て
の
ノ
り
ヒ
ビ
内
に
、
濃
い
浮
流
油
が
あ
っ

た
た
め
、
ノ
り
ヒ
ビ
内
で
も
作
業
で
き
る
小

型
船
を
出
動
さ
せ
、
回
収
作
草
を
莫
施
す
る

と
と
も
に
、
千
代
埼
沖
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

を
展
張
し
た
。

北
西
の
風
が
強
く
な
っ
た
牛
後
、
排
出
油

の
購
い
部
分
は
、
ノ
り
ヒ
ビ
か
ら
沖
合
に
動

き
は
じ
め
、
海
上
模
様
が
し
だ
い
に
蕃
化
し

小
型
船
に
よ
る
作
資
が
幽
艶
と
な
っ
た
た
め

小
型
船
を
途
中
で
帰
投
さ
せ
、
か
わ
り
に
中

型
以
上
の
作
業
船
を
出
勤
さ
せ
浮
流
泊
の
回

収
、
処
理
に
あ
た
っ
た
。

∵

＋

1

㌧

∴

∴

な
お
、
事
故
を
お
こ
し
た
隆
弾
丸
の
船
底

部
に
た
ま
っ
た
油
は
、
徐
々
に
浮
上
し
帝
い

油
膜
と
な
り
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
内
に
拡
散
し

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

㈱
　
十
一
月
十
日
（
第
三
日
）

前
日
は
荒
天
で
は
あ
っ
た
が
回
収
作
黄
が

す
す
み
、
日
没
前
に
浮
流
油
は
ほ
と
ん
ど
処

理
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
l
夜
あ
け
た
三

日
呂
、
早
朝
か
ら
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
浮
沈

油
は
南
下
し
松
阪
沖
に
移
動
し
て
い
る
の
か

発
見
寺
れ
た
。

こ
の
浮
流
紬
の
浪
い
部
分
は
、
エ
マ
ル
ジ

ョ
ン
化
し
て
お
り
、
粘
度
が
相
当
高
く
、
表

面
が
乾
い
た
感
じ
が
す
る
よ
う
な
状
況
と
な

っ
て
い
た
。

⑬

こ
の
情
報
に
基
づ
き
セ
ン
タ
ー
は
作
菓
胎

を
現
場
に
向
か
わ
せ
、
油
の
最
も
浪
い
部
分

で
、
抽
回
収
盛
置
、
油
吸
着
材
、
ひ
し
ゃ
く

等
に
よ
る
回
収
作
業
を
実
施
さ
せ
た
。

一
方
、
松
駿
か
ら
大
淀
に
か
け
て
の
沿
岸

の
ノ
リ
ヒ
ビ
に
油
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
展
張
を
行
っ
た
。

ま
た
、
牛
後
に
は
多
数
の
漁
船
が
現
場
に

集
結
し
、
共
同
で
回
収
作
業
を
実
施
し
た
。

七
か
し
な
か
ら
、
日
没
に
な
っ
て
も
、
浮
流

油
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
翌
日
は
、
○
凶
0

0
、
各
組
四
日
市
を
出
港
し
、
作
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
セ
ン

タ
ー
は
徹
夜
で
、
ド
ラ
ム
缶
、
油
吸
着
材
等

を
準
備
し
た
。
特
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
五
、
0

0
0
メ
・
i
J
L
r
ル
以
上
を
作
発
給
に
搭
載
す
る

作
薬
を
実
施
し
た
。

㈹
　
十
一
月
十
－
日
（
第
四
日
）

浮
流
油
は
松
阪
沖
か
ら
伊
勢
湾
口
の
答
志

島
に
か
け
、
帝
い
帯
状
の
油
（
憤
度
E
）
　
の

中
に
、
電
径
二
～
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
「
や
わ
ら
か
い
バ
タ
ー
を
丸
く
し
た
」
よ

う
な
ポ
ー
ル
状
と
な
っ
た
も
の
が
点
在
し
て

お
り
、
梓
に
先
端
で
は
グ
リ
ー
ス
状
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
も
排
出
油
の
先
端
は
、
答
志
島
の
ノ

リ
ヒ
ビ
に
接
近
し
て
い
た
の
で
、
ノ
リ
ヒ
ビ

内
に
泊
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
全
力

を
投
入
し
、
セ
ン
タ
ー
、
保
安
庁
、
漁
葉
音

の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
数
千
メ
ー
ト
ル
を
そ
れ

ぞ
れ
接
流
し
て
展
張
し
た
結
果
、
油
は
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
に
阻
止
さ
れ
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
に
そ
っ
て
、
伊
勢
湾
口
方
面
へ
流
れ
、
ノ

リ
を
柚
か
ら
守
る
こ
と
か
で
き
た
。

な
お
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
ぞ
い
に
泊
の
洩

い
部
分
が
で
㌢
た
の
で
、
こ
の
購
い
部
鼻
や

浮
流
油
の
濃
い
部
分
を
重
点
的
に
油
回
収
装

置
、
油
吸
着
材
、
ひ
し
ゃ
く
等
を
使
っ
て
回

収
し
た
結
果
、
日
没
に
は
湾
口
付
近
で
処
理

を
婁
す
る
泊
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
状

態
と
な
っ
た
。

一
方
、
隆
洋
丸
船
底
部
に
残
留
し
て
い
た

排
出
油
が
海
面
に
浮
上
し
た
の
を
発
見
し
た

た
め
、
作
睾
棺
を
出
動
さ
せ
、
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
の
展
張
、
油
の
吸
着
材
に
よ
る
回
収
等

の
作
業
も
実
施
し
た
。

㈲
　
十
一
月
十
二
日
（
第
五
日
）

隆
洋
丸
の
船
底
部
や
ビ
ル
ジ
キ
ー
ル
内
側

等
に
た
ま
っ
た
油
を
取
り
除
く
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
同
船
の
周
囲
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を

尾
張
し
て
、
同
船
を
傾
斜
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
内
に
油
が
浮
上
し
て
き
た

の
で
、
こ
れ
を
抽
吸
著
材
等
を
使
用
し
て
回

収
し
た
。

㈲
　
十
】
月
十
三
日
（
帯
六
日
）

前
日
に
引
続
き
隆
洋
丸
周
辺
で
油
吸
着
材

等
に
よ
り
防
除
伸
張
を
集
施
し
た
が
、
ほ
ぼ

完
全
に
終
了
し
た
二
〇
〇
、
－
号
業
務
の

終
了
の
指
示
が
出
さ
れ
た
の
で
、
海
上
保
安

庁
長
官
の
滑
未
に
係
る
作
業
を
打
切
っ
た
．

∽
　
そ
の
後
の
経
過

そ
の
後
腹
禅
丸
は
、
十
一
月
一
五
日
に
荷

役
終
了
し
、
翌
〓
ハ
日
錨
地
に
シ
フ
ト
し
た

後
一
八
日
に
出
港
し
た
。



〔謹）鮨出動勢力

（馴管管　池上上　安歩本部附く）

船　　艇　　延1，045袋

オイルフェンス20，360m

油処理剤　　32．270且

油吸頚朝213，850枚，7重

油回収ネット　　　2袋

油回収袋記　　　　6台

ドラム缶　　　　718本

ひしやく　　　　　　81本

プルドーザー　　　75台

タン74か…　　　　79台

クレーン車　　　　9台

トラック　　　　　66台

フォークリフト　　2台

ショベルか－　　　10台

稀■　車　　　　　　2台

モ　　　　18本

教　訓
－1日

4

船艇．妊約100垂（うち紬回収船迫3斐）

人員・延約658名（除乗組員）

単輔　硬約100台

紬回収楽壇　2台（ゲロン，パイコマ）

オイルフェンス　約7，300m

油処理剤　約28kg

油吸着材　約50昭島

ひしゃく，ドラム缶等資材多数

（砧と安全　54－11）

董

萱

モ

ー

童

蓄

作
業
を
実
施
し
た

契
約
防
果
措
置
実

施
者
等

○
伊
勢
湾
防
災
株
式
会
社

昭
和
四
日
市
石
油
株
式
会
社

大
協
石
油
株
式
会
社

出
光
石
油
株
式
会
社

0
山
水
商
事
株
式
会
社

0
棄
権
サ
ル
ベ
ー
ジ
株
式
会
社

巫
故
処
面
の
教
訓
と
グ
ヅ
、
ド
ア
イ
デ
ア

出

動

勢

力

等

十
一
月
八
日
か
ら
十
W
月
十
三
日
ま
で
】

骨
業
務
菓
施
期
間
中
、
セ
ン
々
1
－
は
次
の
と

お
り
勢
力
を
投
入
し
、
約
五
〇
旭
の
液
状
の

抽
お
よ
び
油
を
吸
っ
た
吸
着
材
約
九
〇
〇
ド

ラ
ム
を
回
収
し
た
。

油
の
最
も

濃
い
と
こ
う
で

作
業
せ
よ

今
回
の
隆
洋
丸
の
事
故
処
理
で
は
、
保
安

庁
の
航
空
機
が
沖
を
見
つ
け
、
巡
視
艇
が
そ

の
場
所
を
確
認
し
、
船
艇
を
集
結
し
集
中
的

に
作
業
を
行
う
方
法
を
と
り
ま
し
た
…
特
に

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
張
す
る
場
合
な
ど
、

航
空
機
か
ら
油
の
中
心
に
発
塩
筒
を
投
下
し

…
も
ち
ろ
ん
、
火
災
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
稜
で
す
が
…
油
の
流
れ
る
方
向

の
．
滞
示
を
う
け
て
展
張
場
所
を
決
め
ま
し
た
。

『
船
か
ら
油
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
限
高

が
低
い
た
め
困
難
で
、
特
に
風
の
強
い
と
き

や
逆
光
の
場
合
な
ど
、
数
メ
ー
ト
ル
党
の
も

の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
多

い
h
　
の
で
、
航
空
機
と
一
体
と
な
っ
て
作
葉

を
窮
地
す
る
の
か
理
恕
的
で
す
。
…
航
空
機

か
ら
の
情
報
に
よ
り
柚
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
巡
視
船
鹿
と
共
に
行
動
し
、
そ
の
樽
等

を
う
け
作
業
を
す
れ
ば
最
も
効
果
が
上
り
ま

す。

な
お
こ
の
ほ
か
、
保
安
庁
、
港
湾
蓮
設
局
、

自
治
体
、
漁
業
者
等
か
ら
も
多
数
の
船
底
人

月
資
機
材
が
投
入
さ
れ
た
。

あ
な
た
が
作
斐
船
で
現
場
に
か
け
つ
け
、

醇
面
に
浮
い
て
け
る
油
を
見
つ
け
た
場
合
、

す
ぐ
処
理
作
業
を
は
じ
め
ま
す
か
…
…
9
・

「
ノ
ー
」
で
す
。
必
ず
巡
視
船
艇
や
他
の

作
莱
船
等
と
連
絡
を
と
っ
て
、
『
ど
こ
が
貴

も
油
の
濃
い
場
所
か
』
　
『
ど
こ
で
作
叢
を
す

れ
ば
最
も
効
兵
が
上
る
か
』
を
確
認
し
て
か

ら
作
業
し
て
下
き
い
。
自
分
が
見
つ
け
た
油

が
浮
流
油
の
本
体
か
末
端
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

薄
い
と
こ
ろ
で
作
業
を
し
て
も
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。
作
楽
を
し
て
い
て
油
が
薄
く
な
れ
ば
、
必

ら
ず
他
の
槍
に
付
近
の
状
況
を
聞
い
て
下
さ

い
…
…
油
は
逃
げ
足
が
早
い
か
ら
ご
用
心
…

各
般
が
パ
テ
バ
ラ
に
作
黄
す
る
こ
と
は
、
効

果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
U

濃
い
油
は

先
端
に
あ
り

一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
隆
弾
丸
事
故
で

は
二
日
目
と
四
日
目
に
風
が
強
く
、
池
が
帯

状
に
流
れ
、
こ
の
柚
の
菅
の
ど
こ
が
母
も
強

い
部
分
と
な
っ
て
い
る
か
調
査
し
た
と
こ
ろ

両
日
と
も
帯
の
先
端
（
風
下
）
部
分
に
浪
い

油
が
あ
り
、
風
上
側
は
博
い
抽
臆
で
し
た
。

特
に
凹
ヨ
目
は
風
下
側
の
帝
の
先
端
部
分

が
グ
リ
ー
ス
状
の
濃
い
紬
で
、
風
上
側
は
薄

い
油
膜
の
中
に
ボ
ー
ル
状
（
径
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
下
）
　
の
池
が
多
数
浮
癒
し
て
い
る

劇
況
で
し
た
。
渦
を
摸
す
場
合
の
参
考
に
し

て
下
き
い
。
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油
の
浮
上
地
点

に
注
意

、
〕

等
揮
絹

⑬

国
際
V
H
F
、
船
舶
電
話
等
を
傭
用
し
、
ま

た
各
社
内
で
は
自
社
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を

使
用
し
ま
し
た
。

防
災
彼
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
近
距
艶
で

は
非
常
に
有
効
で
し
た
が
、
距
離
が
遠
く
な

る
に
つ
れ
、
感
度
が
竃
く
な
り
、
他
の
船
に

中
絶
を
伐
渡
し
た
り
、
交
信
の
た
び
に
船
橋

の
外
に
出
た
り
、
ハ
ウ
ス
の
影
に
な
ら
な
い

よ
う
に
移
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
充
電
式
の
土
フ
ン
シ
ー
バ
ー
は
、

使
用
中
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
式
の
方
が
良
い

よ
う
で
す
。

油
吸
着
材
の
使
用
法

ま
す
の
で
、
散
布
に
あ
た
っ
て
ほ
、
回
収
地

力
を
考
え
最
も
効
率
的
に
散
布
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◎
　
隆
揮
九
の
船
底
か
ら
排
出
さ
れ
た
油
は

船
底
の
パ
ル
ア
や
ビ
ル
ジ
キ
ー
ル
の
義
朝
や

広
い
船
底
に
た
ま
り
、
事
故
の
翌
日
に
な
っ

て
も
、
ジ
ワ
ジ
ワ
油
が
出
て
い
る
状
況
で
、

事
故
発
生
後
四
日
目
に
は
こ
れ
が
何
か
の
き

っ
か
け
で
、
ド
ッ
と
出
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

を
増
強
L
た
り
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

…
…
今
ふ
り
か
え
っ
て
考
え
ま
す
と
、
宮

城
県
沖
地
震
で
東
北
石
油
が
集
施
し
た
よ
う

に
、
隆
洋
丸
の
周
辺
の
風
下
側
に
、
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
油
吸
着
材
を
万
国
旗
状

に
つ
な
い
だ
も
の
を
張
っ
て
お
け
ば
ジ
ワ
ジ

ワ
出
て
く
る
油
に
対
処
で
き
た
と
思
い
ま
彗

多
数
の
会
社
等
か
ら
多
数
の
船
が
出
動
し

て
作
資
を
実
施
す
る
場
合
、
各
船
間
の
窓
恩

疎
通
が
困
難
と
な
る
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
指
揮
始
を
決
め
、
目
印
の
旗
等
を
掲
描

し
、
意
思
の
疎
通
を
は
か
る
必
欝
が
あ
り
ま

す。
隆
弾
丸
事
故
で
八
〇
隻
近
く
の
漁
船
と
協

同
作
業
を
尭
施
し
た
折
、
漁
船
の
指
揮
船
と

連
絡
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
翌
日
か
ら
は

指
揮
船
に
旗
を
掲
げ
ま
し
た
。

大
型
船
の
船
底
か
ら
油
が
流
出
し
た
場
合

船
底
か
ら
海
面
ま
で
の
採
草
が
大
き
く
、
深

い
場
所
の
潮
流
に
よ
り
油
が
流
さ
れ
、
船
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
浮
上
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
繁
減
船
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

訃
聖
通
信
手
段
を

教
二
　
　
考
え
よ
う

今
回
の
作
業
で
は
、
各
船
連
絡
用
の
共
通

な
も
の
と
し
た
防
災
披
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、

①
　
油
吸
着
材
は
帯
状
の
も
の
、
ロ
ー
プ
状

の
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
最
も
億
わ
れ

て
い
る
の
は
一
メ
ー
ト
ル
四
角
程
度
の
大
き

さ
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
海
面
に
投

入
す
る
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
回
収
す
る
場

合
、
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
以
外
は
、
一
枚

〓
琴
カ
ギ
竿
等
で
ひ
ろ
い
あ
げ
る
と
い
う
非

能
率
的
な
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
量
の
油
吸

着
材
を
投
入
し
た
場
合
、
全
て
斑
収
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
、
回
収
で
き
な
か
っ
た
油
吸

着
材
は
治
を
吸
っ
た
ま
ま
浮
流
し
、
■
海
苔
親

等
に
付
着
し
、
経
書
を
与
え
る
場
合
も
あ
り


